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国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
は
政
府
が

す
す
め
て
い
る
合
理
化
政
策
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
か
ら
職
員
の
定
数
削
減
が

続
い
て
お
り
、
各
療
養
所
は
人
手
不
足

に
よ
り
医
療
、
看
護
、
介
護
の
機
能
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
、
全
国
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
協
議
会
（
全
療

協
）
は
、
平
成
21
年
４
月
の
第
68
回
定

期
支
部
長
会
議
で
「
職
員
定
員
削
減
阻

止
の
取
り
組
み
と
実
態
調
査
を
す
る
」

こ
と
を
決
定
し
た
。

　
以
後
毎
年
春
の
予
算
要
求
統
一
行
動
、

秋
の
予
算
獲
得
統
一
行
動
の
他
、
施
設

長
協
議
会
、
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
議
員
懇

談
会
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
最
終
解
決

を
す
す
め
る
国
会
議
員
懇
談
会
、
両
議

懇
合
同
総
会
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
所
在

市
町
連
絡
協
議
会
、
そ
の
他
関
係
機
関

へ
の
要
請
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
事
態
が
一
向
に
進
展
し
な

い
た
め
、
平
成
24
年
７
月
の
臨
時
支
部

長
会
議
で
「
定
員
削
減
の
閣
議
決
定
か

ら
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
除
外
す
る
こ

と
、
賃
金
職
員
を
定
員
化
す
る
こ
と
」

と
、「
場
合
に
よ
っ
て
は
ハ
ン
ス
ト
、

坐
り
込
み
を
行
う
」
こ
と
を
正
式
に
決

定
、
各
支
部
は
態
勢
を
整
え
た
。

　
平
成
25
年
６
月
の
「
追
悼
の
日
」
集

会
で
、
谺
全
原
協
会
長
、
神
全
療
協
会

長
は
「
閣
議
決
定
か
ら
除
外
の
回
答
を

安
部
総
理
か
ら
直
接
聞
き
た
い
。
だ
め

な
ら
ハ
ン
ス
ト
に
入
る
」
と
し
、
さ
ら

に
退
職
職
員
の
再
雇
用
、
医
師
欠
員
補

充
、
期
間
業
務
職
員
の
待
遇
改
善
を
強

く
求
め
た
。

　
26
年
５
月
10
日
、
11
日
草
津
町
で
の

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
開
催
時
に
、
神

会
長
、
谺
会
長
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、

関
係
者
に
多
大
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

　
６
月
19
日
、
両
議
懇
総
会
で
全
原
協

の
志
村
康
新
会
長
と
全
療
協
の
佐
川
修

会
長
代
行
が
、
両
議
懇
の
中
曽
根
弘
文

会
長
、
平
沼
赳
夫
会
長
に
要
請
書
を
手

渡
し
た
。
同
日
、
全
療
協
は
支
部
代
表

者
会
議
を
開
催
、
神
会
長
亡
き
後
の
本

神
・
谺
両
氏
の
悲
願
引
き
継
ぎ

職
員
定
員
削
減
問
題
で
合
意
書

部
機
構
の
検
討
を
行
っ
た
。

　
７
月
10
日
、
17
時
10
分
、
総
理
官
邸

で
統
一
交
渉
団
は
平
沼
議
懇
会
長
、
厚

労
省
関
係
者
立
会
い
で
菅
義
偉
官
房
長

官
と
面
談
。
佐
川
全
療
協
会
長
代
行
が

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
実
情
を
考
慮

し
格
段
の
ご
理
解
、
ご
高
配
を
」
と
要

請
し
た
。
菅
官
房
長
官
は
、
神
さ
ん
、

谺
さ
ん
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
「
皆
様

が
心
お
だ
や
か
に
毎
日
過
せ
る
よ
う
政

府
と
し
て
も
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み

ま
す
」
と
回
答
し
、
そ
の
後
志
村
全
原

協
会
長
が
「
心
の
こ
も
っ
た
お
話
に
感

謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　
８
月
９
日
、
全
療
協
第
76
回
臨
時
支

部
長
会
議
開
催
。
森
和
男
氏
（
大
島
）

を
新
会
長
に
選
出
す
る
と
と
も
に
、
非

常
勤
中
執
、
石
川
勝
夫
（
松
丘
）、
佐

川
修
（
多
磨
）、
金
城
雅
春
（
沖
縄
）

の
三
氏
を
決
定
、
常
勤
中
執
の
選
出
に

は
今
後
も
努
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
８
月
15
日
、
厚
労
省
に
統
一
交
渉
団
、

議
懇
関
係
者
が
集
合
。
土
屋
品
子
厚
生

労
働
副
大
臣
と
森
和
男
全
療
協
会
長
に

よ
る
合
意
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

　
　
合
　
意
　
書

　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
27
年
度
以
降

に
お
け
る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
職

員
定
員
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
別
紙
の

と
お
り
取
り
組
む
。

　
一
方
、
統
一
交
渉
団
は
こ
の
内
容
を

受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
入
所
者
協
議
会
が
、
平
成

24
年
７
月
の
臨
時
支
部
長
会
議
に
お
い

て
決
議
し
た
「
実
力
行
使
（
ハ
ン
ガ
ー

ス
ト
ラ
イ
キ
、坐
り
込
み
等
）
の
断
行
」

に
つ
い
て
は
、
本
合
意
書
の
締
結
日
を

　
合
意
書
に
署
名
す
る
二
人

も
っ
て
取
り
下
げ
る
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
残
る
課
題
に
つ

い
て
は
、
実
務
的
な
協
議
の
場
等
で
の

協
調
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
解
決
の

促
進
に
努
め
る
。

　
上
記
合
意
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、

本
合
意
書
を
２
通
作
成
し
、
厚
生
労
働

副
大
臣
及
び
統
一
交
渉
団
代
表
が
署
名

捺
印
の
上
、
各
１
通
を
保
有
す
る
。

　
平
成
26
年
８
月
15
日

　
統
一
交
渉
団
代
表
　
　
森
　
和
男

　
厚
生
労
働
副
大
臣
　
　
土
屋
品
子

　
具
体
的
な
合
意
内
容
を
記
し
た
別
紙

に
よ
る
と
平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
は
毎
年
度
の
定
員
を
＋
１
人
と
す
る
。

介
護
等
の
支
援
を
必
要
と
す
る
入
所
者

１
人
当
り
の
介
護
員
、
看
護
師
数
を
21

年
度
に
比
べ
約
1.5
倍
に
す
る
と
あ
る
。

こ
れ
で
一
応
定
員
は
確
保
さ
れ
た
が
問

題
は
欠
員
補
充
で
、
定
員
は
あ
っ
て
も

欠
員
が
補
充
さ
れ
な
く
て
は
元
も
子
も

な
く
、
今
後
の
重
要
な
課
題
だ
。

　
８
月
29
日
、
全
療
協
は
代
表
者
会
議

を
開
催
し
実
力
行
使
取
り
下
げ
を
確
認

し
た
。
11
時
30
分
に
は
統
一
交
渉
団
、

議
懇
代
表
が
田
村
厚
生
労
働
大
臣
と
面

談
し
、
定
員
問
題
合
意
に
つ
い
て
謝
意

を
述
べ
た
。
13
時
30
分
か
ら
は
参
議
院

議
員
会
館
で
両
議
懇
合
同
総
会
が
開
か

れ
、
厚
労
省
側
よ
り
職
員
定
員
問
題
合

意
書
締
結
ま
で
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
統
一
交
渉
団
の
各
関
係
者
よ
り

議
懇
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

参
加
者
一
同
ホ
ッ
と
し
た
思
い
で
あ
っ

た
。
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の
特
異
性
を
伝
え
る
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
真
の

中
か
ら
81
点
を
前
期
、
後
期
に
分
け
て

ご
紹
介
す
る
。

　
趙
根
在
が
写
真
を
媒
介
に
し
て
、
ど

う
し
て
も
社
会
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
た
入
所
者
の
姿
を
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
心
に
刻
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

※
２
０
１
５
年
２
月
17
日（
火
）～
２
月

28
日（
土
）は
展
示
替
え
の
た
め
休
室
。

【
付
帯
事
業
】

講
演
会
「
趙
根
在
の
写
真
を
語
る
」

大
竹
章
さ
ん
（
多
磨
全
生
園
入
所
者
）

日
時

：

２
０
１
４
年
11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
13

：

30
～
14

：

30

�

（
開
場
　
13

：

00
）

場
所

：

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

　
　
　
１
階
映
像
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。
定
員
１
５
０
人
（
当
日

先
着
順
。
事
前
申
込
不
要
）

　
当
館
で
は
、
11
月
16

日
（
日
）
か
ら
来
年
５

月
31
日
（
日
）
ま
で
企

画
展
「
こ
の
人
た
ち
に

光
を
―
写
真
家
趙チ

ョ

根グ
ン

在ジ
ェ

が
伝
え
た
入
所
者
の

姿
」
を
開
催
す
る
。

　
趙
根
在
（
日
本
名
・

村む
ら

井い

金か
ね

一い
ち

）
は
１
９
３

３
（
昭
和
８
）
年
、
愛

知
県
で
生
ま
れ
た
。
生

家
は
貧
し
く
15
歳
で
中

学
校
を
退
学
、
家
計
を

支
え
る
た
め
岐
阜
県
内

の
亜
炭
鉱
山
に
働
き
に

出
る
。
以
後
数
年
間
、

事
故
と
隣
り
合
わ
せ
の

危
険
な
炭
鉱
労
働
に
従

事
し
た
が
、や
が
て「
地

底
の
暗
闇
」
で
迎
え
る

死
の
予
感
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
り
、「
地
上
へ
、
光
へ
の
脱
出

願
望
」
を
つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
。
こ
の

時
の
辛
く
苦
し
い
体
験
が
、
後
に
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
入
所
者
に
対
す
る
深

い
共
感
へ
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
上
京
し
、

映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
所
属
し
て
照

明
の
仕
事
を
し
て
い
た
１
９
６
１
（
昭

和
36
）
年
、
初
め
て
多
磨
全
生
園
を
訪

れ
た
。
そ
こ
で
在
日
朝
鮮
人
入
所
者
に

出
会
い
、「
こ
こ
の
人
は
か
つ
て
私
が

地
底
で
体
験
し
た
よ
う
な
出
口
の
な
い

闇
の
な
か
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
」
と
強
い
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
し
て
、

そ
の
闇
か
ら
脱
け
出
し
た
い
と
い
う
入

所
者
の
切
な
る
願
い
を
、
社
会
に
伝
え

る
こ
と
こ
そ
自
分
の
使
命
だ
と
確
信
し
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
初
め
て
カ

メ
ラ
を
手
に
し
た
。
以
後
20
年
以
上
に

わ
た
っ
て
全
国
の
療
養
所
10
ヶ
所
に
通

い
、
入
所
者
と
寝
食
を
共
に
し

な
が
ら
撮
り
続
け
た
写
真
は
２

万
点
に
も
及
ん
だ
。

　
趙
根
在
の
写
真
は
、
体
の
不

自
由
な
夫
に
ヤ
カ
ン
で
水
を
飲

ま
せ
る
妻
の
姿
や
、
感
覚
の
な

い
指
の
代
わ
り
に
舌
と
唇
で
点

字
を
読
む
視
覚
障
碍
者
、
亡
く

な
っ
た
入
所
者
の
葬
送
、
患
者

運
動
な
ど
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
と
そ
の
生
き
様
を
鮮
明
に

写
す
。
そ
れ
ら
は
入
所
者
と
の

強
い
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
撮

影
で
き
な
か
っ
た
場
面
の
数
々

で
あ
る
。
さ
ら
に
火
葬
場
、
監

禁
室
な
ど
を
写
し
、
そ
れ
ら
が

存
在
し
て
い
た
当
時
の
療
養
所

島
で
の
別
れ
（
長
島
）

病
棟
を
訪
ね
て
（
多
磨
）

　
10
月
30
日（
木
）か
ら
12
月
12
日（
金
）

ま
で
、
東
京
都
公
文
書
館
・
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
共
催
企
画
展
「
人
権
の

歴
史
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
ハ
ン
セ
ン
病
、

隔
絶
の
歴
史
を
超
え
て
」
が
開
催
さ
れ

る
。
会
場
は
東
京
都
公
文
書
館
（
東
京

都
世
田
谷
区
玉
川
１
‐
20
‐
１
）。

　
東
京
都
公
文
書
館
は
、
歴
史
的
資
料

と
し
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る
公
文
書

等
を
、
都
民
共
通
の
財
産
と
し
て
後
代

に
伝
え
る
た
め
、
こ
れ
を
保
存
し
、
利

用
に
供
す
る
施
設
。
同
館
所
蔵
の
「
東

京
府
・
東
京
市
行
政
文
書
」
は
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
な
か
に
は
、
起
廃
病
院
、
慰
廃
園
、

養
育
院
、
全
生
病
院
等
、
ハ
ン
セ
ン
病

関
連
の
記
録
資
料

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
企
画
展

は
、
共
催
す
る
両

館
の
専
門
領
域
が

重
な
り
合
う
「
東

京
に
お
け
る
ハ
ン

セ
ン
病
の
歴
史
」

に
焦
点
を
あ
て
、

東
京
都
公
文
書
館

が
所
蔵
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
の
記
録

資
料
を
中
心
に
、
資
料
館
等
が
所
蔵
す

る
パ
ネ
ル
や
実
物
資
料
を
加
え
て
展
示

す
る
。

　
東
京
都
公
文
書
館
か
ら
は
、
養
育
院

よ
り
後
藤
昌
文
へ
の
癩
患
者
施
療
委
託

書
類
、養
育
院
設
立
時
の
「
救
貧
三
策
」、

光
田
健
輔
へ
の
全
生
病
院
医
長
辞
令
等

の
資
料
が
出
展
さ
れ
る
。
資
料
館
か
ら

は
、
全
生
病
院
収
容
門
や
患
者
作
業
の

写
真
、
自
助
具
、「
な
か
よ
し
」（
全
生

園
内
小
学
校
分
校
文
集
）
等
を
出
展
す

る
。
こ
の
ほ
か
、「
私
立
病
院
慰
廃
園

設
立
願
」
等
、
好
善
社
が
所
蔵
す
る
資

料
も
出
展
さ
れ
る
（
い
ず
れ
も
予
定
）。

　
企
画
展
の
ね
ら
い
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
歴
史
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、

人
権
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
記
録
資

料
が
持
つ
意
義
を
考
え
る
機
会
と
す
る

こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
公
文
書
館
と
の

共
催
企
画
展
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
今

後
の
館
活
動
の
新
た
な
方
向
性
を
切
り

拓
く
事
業
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
問
合
せ
先
は
東
京
都
公
文
書
館
史
料

編
さ
ん
係
（
電
話
03
―
３
７
０
７
―
２

６
０
４
）。
開
館
時
間
は
９
時
か
ら
17

時
ま
で
。
入
場
無
料
。
会
場
は
資
料
館

で
は
な
い
の
で
、
お
間
違
え
な
く
。

20年以上療養所を撮りつづけた
趙根在写真展を開催

東
京
都
公
文
書
館
と
資
料
館
が

共
催
企
画
展
を
開
催

公文書館の資料
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今
年
１
月
１
日
発

行
の
本
紙
上
で
、
昨

秋
台
風
30
号
に
よ
り

被
災
し
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ク
リ
オ
ン
島
支

援
の
た
め
、
寄
付
を

お
願
い
し
た
。
合
計

二
〇
〇
ド
ル
が
集
ま

り
、
全
額
ク
リ
オ
ン

療
養
所
・
総
合
病
院

に
送
金
し
た
。
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
深
く
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。
こ
の

度
、
ク
リ
オ
ン
療
養

所
・
総
合
病
院
を
訪

問
す
る
機
会
を
得
た

た
め
、
現
地
の
様
子

を
報
告
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
は
、
国
家
歴

史
委
員
会
と
い
う
国
の
機
関
が
あ
り
、

主
に
歴
史
上
の
人
物
に
関
す
る
資
料
や

史
跡
の
保
全
を
図
る
た
め
、「
歴
史
マ
ー

カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
指
定
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
機
関
が
、ク
リ
オ
ン
療
養
所
・

総
合
病
院
を
「
歴
史
マ
ー
カ
ー
」
と
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
つ
ま
り
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
歴
史
を
語
る
上
で
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
は
重
要
な
場
で
あ
る
と
、
国
が

認
定
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
の
記
念
式
典
と
、
そ
れ
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
国
家
歴
史
委
員
会
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
、
当
館
は
招
待
を
受
け
た
。

　
ま
ず
７
月
24
・
25
の
両
日
、
ク
リ
オ

ン
島
対
岸
の
コ
ロ
ン
と
い
う
町
で
開
か

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
ハ

ン
セ
ン
病
に
関
す
る
歴
史
・
民
俗
・
医

療
な
ど
を
概
括
し
た
報
告
書
の
編
纂
を

目
的
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
14

人
の
研
究
者
と
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
２
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、
各
人
が
担
当
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　
続
い
て
７
月
26
日
、
ク
リ
オ
ン
療
養

所
・
総
合
病
院
の
記
念
式
典
に
出
席
し

た
。
式
典
は
同
病
院
の
正
面
入
口
前
で

行
わ
れ
た
。「
歴
史
マ
ー
カ
ー
」
で
あ

る
こ
と
を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
と
、

ク
ナ
ナ
ン
院
長
や
国
家
歴
史
委
員
会
の

デ
ィ
オ
ク
ノ
委
員
長
ら
が
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
。
ま
た
昨
年
の
台
風
被
害
か
ら
復

興
し
た
ク
リ
オ
ン
博
物
館
・
文
書
館
の

再
開
館
を
記
念
す
る
式
典
も
、
あ
わ
せ

て
と
り
行
わ
れ
た
。
式
典
の
中
で
、
ク

リ
オ
ン
療
養
所
・
総
合
病
院
か
ら
当
館

に
対
し
て
、
ク
リ
オ
ン
博
物
館
・
文
書

館
の
建
設
に
際
し
て
大
き
な
示
唆
と
、

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
総
合
的
な
学
び
の
場

と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
ハ
ン
セ
ン
病
医

学
夏
期
大
学
講
座
」（
以
下
、夏
期
大
学
）

は
今
年
で
第
36
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
夏
期
大
学
は
８
月
４
日
か
ら

８
日
に
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
医
学
生
、
看
護
学
生
、

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
行
政
官
、

研
究
者
な
ど
40
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
開
校
式
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
記
念
撮
影
、
続
い
て
平
沢
保

治
さ
ん
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
」
の

講
義
に
始
ま
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
概
論
、

歴
史
、
臨
床
と
講
義
が
続
き
、
午
後
に

は
入
所
者
・
回
復
者
の
方
々
と
受
講
生

が
グ
ル
ー
プ
学
習
（
交
流
会
）
で
親
交

を
深
め
ま
し
た
。
二
日
目
は
末
梢
神
経

障
害
、
国
際
協
力
を
学
び
、
午
後
に
は

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
見
学
、
こ
こ
で

佐
川
修
さ
ん
の
講
演
を
お
聞
き
し
、
展

そ
の
後
も
協
力
を
受
け
た
と
し
て
、
表

彰
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
式
典
の
後
、
ク
リ
オ
ン
博
物
館
・
文

書
館
を
見
学
し
た
。
台
風
に
よ
り
屋
根

が
剥
が
れ
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
、
文

書
資
料
が
雨
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

だ
が
、
展
示
室
も
書
庫
も
修
復
さ
れ
て
、

被
害
を
受
け
る
前
の
姿
を
取
り
戻
し
て

い
た
。
当
館
か
ら
の
寄
付
金
は
、
こ
の

屋
根
の
修
繕
と
、
雨
に
濡
れ
た
文
書
資

料
の
保
存
処
置
に
活
用
さ
れ
た
そ
う
だ
。

　
続
い
て
ク
ナ
ナ
ン
院
長
に
島
内
も
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
。
笹
川
記
念
保
健

協
力
財
団
が
ク
リ
オ
ン
島
全
体
の
復
興

を
支
援
し
て
お
り
、
被
害
を
受
け
た
家

は
大
方
修
復
が
済
ん
で
い
た
。
病
院
の

屋
根
な
ど
一
部
が
ま
だ
工
事
中
だ
っ
た

が
、
人
々
の
生
活
は
大
分
元
に
戻
っ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
ま
た
ク
ナ
ナ
ン
院
長
か
ら
は
、
写
真

や
映
像
の
寄
贈
を
受
け
た
他
、
ク
リ
オ

ン
博
物
館
・
文
書
館
と
当
館
と
の
協
力

関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
と
の
お
話
も

い
た
だ
い
た
。
当
館
と
し
て
も
、
同
じ

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
博
物
館
施
設
と

し
て
、
協
力
を
進
め
て
行
き
た
い
。

クリオン博物館・文書館見学に集まった人々

示
の
見
学
を
す
る
と
共
に
、
園
内
の
史

跡
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
は

医
学
・
科
学
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス

（
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
牧
野

部
長
）、
看
護
・
福
祉
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ス
（
多
磨
全
生
園
看
護
部
、
藤
澤

部
長
、
木
村
副
部
長
）
で
受
講
生
は
熱

心
に
講
義
と
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

４
日
目
の
自
由
討
論
で
は
朝
戸
裕
園
長

（
多
磨
全
生
園
）
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
。
そ
の

歴
史
は
偏
見
・
差
別
や
迫
害
に
満
ち
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
昔
の
人
々
が
特
殊

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
現

代
の
私
た
ち
に
も
同
じ
で
あ
る
事
を
忘

れ
な
い
で
欲
し
い
（
概
略
）
と
い
う
内

容
の
お
話
が
あ
り
、
と
て
も
大
切
な
言

葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。
翌
日
に
は
閉
校

式
が
行
わ
れ
、
石
井
則
久
実
行
委
員
長

を
中
心
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
こ

と
、
夏
期
大
学
に
名
残
を
惜
し
む
受
講

生
の
姿
な
ど
が
印
象
的
で
し
た
。

　
１
９
７
７
年
の
夏
期
大
学
開
設
時
に

比
べ
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
減

少
し
、
１
９
９
６
年
に
は
「
ら
い
予
防

法
」
が
廃
止
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
は

国
家
賠
償
判
決
が
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病

を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
な
変
化
を
見

せ
て
い
ま
す
。
受
講
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
回
復
者
・
入
所
者
の
方
々
と
の

交
流
会
を
重
視
す
る
意
見
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
歴
史
か
ら
学
び
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
、

精
神
病
な
ど
今
日
の
課
題
へ
の
対
策
に

役
立
て
る
事
、
入
所
者
・
非
入
所
者
の

社
会
課
題
へ
の
対
応
、
ハ
ン
セ
ン
病
に

必
要
な
高
齢
者
ケ
ア
の
あ
り
方
、
国
際

協
力
な
ど
が
今
後
の
夏
期
大
学
へ
の
要

望
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
期
大
学
は
時

代
の
流
れ
の
中
で
変
化
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
応
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

参
加
者
で
記
念
写
真

台風被害乗り越えたクリオン療養所

フィリピン 国の「史跡」に指定

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
　
森
　
修
一

第
36
回
夏
期
大
学
講
座
を
終
え
て
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５
月
20
日（
火
）

か
ら
28
日
（
水
）

お
よ
び
８
月
20
日

（
水
）
か
ら
25
日

（
月
）
の
２
度
に

わ
た
り
、
学
芸
課

の
西
浦
と
大
髙
が

邑
久
光
明
園
に
出

張
し
、
同
園
入
所

者
自
治
会
所
蔵
の

文
書
資
料
調
査
を

行
っ
た
。

　
同
自
治
会
の
建

物
は
２
階
に
資
料

室
が
あ
り
、
そ
こ

に
自
治
会
活
動
の

記
録
資
料
と
な
る

大
量
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
文
書
を
作
成
・
取
得
し
た
自

治
会
内
の
部
署
ご
と
に
排
架
さ
れ
て
い

る
。

　
調
査
の
方
法
は
、
簿
冊
単
位
の
目
録

を
作
成
し
た
う
え
で
、
文
書
一
点
ず
つ

を
中
性
紙
封
筒
に
封
入
し
、
そ
の
封
筒

を
中
性
紙
の
文
書
箱
に
納
め
る
形
を

と
っ
て
い
る
。
２
度
の
調
査
で
六
〇
〇

点
あ
ま
り
の
文
書
の
調
査
を
終
え
た
が
、

道
の
り
は
遠
い
。

　
出
張
中
の
８
月
20
日
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
に
光
明
園
を
訪
れ

て
い
た
「
ぼ
ら
ば
ん
」（
神
戸
大
学
大

学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
成
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
創
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
開
催
の
懇
親
会
に
自
治
会
長

を
通
し
て
招
か
れ
、
メ
ン
バ
ー
ら
と
の

交
流
を
行
っ
た
。

　
９
月
６
日
、
一

人
芝
居
「
ダ
ミ
ア

ン
神
父
の
生
涯
～

ハ
ン
セ
ン
病
患
者

と
共
に
生
き
、
死

ん
だ
司
祭
～
」
を

当
館
映
像
ホ
ー
ル

で
上
演
し
た
。

　
ダ
ミ
ア
ン
は
一

八
六
四
年
、
宣
教

師
と
し
て
ハ
ワ
イ

に
渡
っ
た
。
当
時

ハ
ワ
イ
の
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
は
モ
ロ

カ
イ
島
に
隔
離
さ

れ
て
い
た
。

　
ダ
ミ
ア
ン
は
モ

ロ
カ
イ
島
に
移
り

住
ん
で
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
を
救
済
し
、

自
ら
も
ハ
ン
セ
ン

病
を
発
症
し
て
亡

く
な
っ
た
聖
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
主
演
の
西
田
正
さ
ん
は
一
九
四
二
年

の
生
ま
れ
。
安
保
闘
争
と
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
運
動
で
挫
折
を
味
わ
う
も
の
の
、
キ

リ
ス
ト
教
に
出
会
い
、
演
劇
を
通
じ
て

人
々
に
幸
福
を
与
え
る
こ
と
が
自
分
の

使
命
だ
と
役
者
を
続
け
て
き
た
。
な
か

で
も
「
ダ
ミ
ア
ン
神
父
の
生
涯
」
は
、

15
年
間
毎
月
公
演
を
続
け
て
き
た
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
も
言
え
る
演
目
で
あ
る
。

　
劇
中
西
田
さ
ん
は
、
ダ
ミ
ア
ン
が
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
・
司
教
・
行
政
官
そ
れ

ぞ
れ
と
の
関
わ
り
に
悩
み
、
怒
り
、
自

問
自
答
し
な
が
ら
も
、
神
へ
の
信
仰
を

頼
り
に
乗
り
越
え
て
い
く
姿
を
力
強
く

演
じ
た
。

　
ダ
ミ
ア
ン
の
救
済
活
動
の
過
酷
さ
と
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
深
い
愛
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
２
時
間
に
わ
た
る
一
人
芝
居
を
、
約

70
人
の
来
場
者
が
鑑
賞
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
西
田
氏
の
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
の
思
い
を
込
め
た
演
技

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
ダ
ミ
ア
ン
神
父

そ
の
も
の
の
よ
う
で
し
た
。」「
私
の
信

仰
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。」
な
ど
、
演
技
へ
の
賞
賛
や

信
仰
に
関
す
る
感
想
が
多
く
よ
せ
ら
れ

た
。
ダ
ミ
ア
ン
神
父
を
初
め
て
知
っ
た

人
も
多
く
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
社
会
啓
発

と
し
て
も
有
意
義
だ
っ
た
。

　
な
お
西
田
さ
ん
に
よ
る
こ
の
一
人
芝

居
は
、
毎
月
最
終
月
曜
日
19
時
か
ら
、

中
板
橋
新
生
館
ス
タ
ジ
オ
で
上
演
さ
れ

て
い
る
。
見
逃
し
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

～多くの人から賞賛の声～

一人芝居「ダミアン神父の生涯」上演
西
田
氏
演
じ
る
ダ
ミ
ア
ン
神
父

　
９
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

よ
り
、
多
磨
全
生
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
70
歳
以
上
の
入
所
者
の

長
寿
を
祝
う「
敬
老
の
日
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
の
栞
に
よ
る

と
、
９
月
３
日
現
在
、
多
磨
全
生
園

で
は
対
象
者
は
二
〇
三
人
で
、
全
入

所
者
数
の
９
割
を
超
え
る
。
う
ち
米

寿
12
人
、
喜
寿
４
人
、
長
寿
（
89
歳

以
上
）
は
64
人
。

　
当
日
は
荒
天
の
予
報
だ
っ
た
が
、

開
始
前
と
閉
会
後
、
参
加
者
が
入
退

場
す
る
時
間
に
は
薄
日
も
差
し
、
大

勢
の
入
園
者
、
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

ま
ず
第
１
部
の
記
念
式
が
朝
戸
裕
園

長
、
佐
川
修
自
治
会
長
の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
、
渡
部
尚
東
村
山
市
長
の
祝
辞
、

来
賓
紹
介
の
の
ち
、
米
寿
の
方
々
に
記

念
品
（
赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
と
頭
巾
、

レ
イ
）
が
贈
呈
さ
れ
、
あ
お
ば
保
育
園

児
か
ら
は
一
人
ひ
と
り
に
花
束
が
手
渡

さ
れ
た
。
喜
寿
、
長
寿
の
方
々
に
も
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
藤
澤
千
栄

美
看
護
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
お
茶
や

ジ
ュ
ー
ス
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　
続
く
第
２
部
で
は
花
さ
き
保
育
園
児

に
よ
る
歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
聴

衆
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
を
叩
き
、

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。
そ
の
後
子
ど

も
た
ち
は
場
内
を
廻
り
、
入
所
者
の
み

な
さ
ん
と
握
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

楽
し
ん
で
い
た
。
手
足
の
後
遺
症
な
ど

が
重
い
人
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ

て
園
児
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
お
り
、

入
園
者
と
子
ど
も
た
ち
双
方
に
と
っ
て

大
切
な
時
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

襖
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
鴬

二
〇
三
人
の
長
寿
を
祝
う

「
敬
老
の
日
記
念
式
典
」
開
催

調
査
資
料
を
記
録
す
る

邑久光明園入所者自治会で
文 書 資 料 調 査


